
支援手順書の作成プロセス

実践・演習１～５・講義２

9:35～17:20（375）



この時間で学びたいこと

• これまで行動障害が現れやすい人たちへの支援においては、
「障害特性に合わせた支援（予防）が必要であること」
「支援者が統一した支援をすること」

が大切であることを確認してきました。

• この時間では、支援者が統一した支援を実施するために必要
な、障害特性に合わせた支援手順書の作成方法を学びます。

• また、PDCAサイクルの流れで支援を改善していくために必
要な、記録に基づく支援手順書の修正方法を学びます。



演習の流れ

①-具体的な
アセスメントの方法
60分

②-障害特性に基づくアセスメント
90分アセスメント

の方法

支援手順書の
作成

①-記録の方法
60分

記録の分析と
支援手順書の
修正

②-記録の分析と
支援手順書の修正
60分

①-アセスメントに基づく支援
手順書の作成
120分

演習１ 演習２

演習３

演習４ 演習５・講義２





演習１ アセスメントの方法Ⅰ

具体的なアセスメントの方法

社会福祉法人 嬉泉

板橋区立赤塚福祉園

主任支援員 北川 裕



演習の流れ

①-具体的な
アセスメントの方法
60分

②-障害特性に基づく
アセスメント
90分

アセスメント
の方法

支援手順書の
作成

①-記録の方法
60分

記録の分析と
支援手順書の
修正

②-記録の分析と
支援手順書の修正
60分

①-アセスメントに基づく
支援手順書の作成（１）
120分

演習１



①-具体的な
アセスメントの方法

60分

②-障害特性に基づくアセスメント
90分

ⅰ）事例の紹介（STさんの外出）

ⅱ）基本情報の入手
「基本情報シート」について

ⅲ）インフォーマルアセスメント
「特性確認シート」とは
「特性確認シート」の作成

アセスメント
の方法



STさんは、グループホームに住む重度知的障害を
伴う、自閉スペクトラム症の男性です。

平日はグループホームから生活介護事業所に通い、
休日は週１回、行動援護でヘルパーさんと外出して
います。

STさんのある日の外出風景を見ながら、STさんが
安心して外出ができる支援を考えてみましょう。

ⅰ）事例の紹介 STさんの外出



STさんの外出場面

① 予定を確認する ヘルパーさんが、ＳＴさんに今日の予定を伝えます。

② 移動する グループホームを出てハンバーガーショップに向かいます。

③ 購入する ハンバーガーショップに着き、食べるものを注文し購入します。

④ 食べる 席について食べます。

⑤ 片づける 食べたものを片づけます。

⑥ 帰宅する グループホームに戻ります。

ハンバーガーショップへ行こう！



①ＳＴさん（利用者）

②ヘルパー：カメラマンの次に頻度の高いヘルパー(１回／月)

③カメラマン：普段最も支援頻度の高いヘルパー(１回／週)

④お客さん ：初対面の見学者

⑤日中活動事業所スタッフ：

グループホームに来ることは、まれ

外出同行も、まれ

※画面ではわかりにくいですが④⑤も少し後ろから同行しています。

ある日の情報

「その場にいる人」



２Ｆ 畑
パワードーム

商店街

商店街

住宅街

グル―プ
ホーム

空き地

住宅街

ハンバーガー
買いに
行きます！

グループホームからパワードームの道順

所要時間
片道徒歩
10分程度

車の通りが少ない道

バス通り 交通量が多い道



動画の視聴



ⅱ）基本情報の入手
「基本情報シート」について

参考シート
資料１「STさん基本情報シート」A4

それぞれの事業所にある
基本情報を記載したシート。
フェイスシート
プロフィールシート
聞き取りシート

など。

※この演習では、STさんについて
分かる情報のみ記入しています。



ⅲ）インフォーマルアセスメント



アセスメント

・アセスメントとは？

「評価」や「実態把握」

・基本的なアセスメント情報

「医学的な診断」「障害支援区分」「療育手帳」など

実際の支援には、
支援の内容に直結
する詳しい情報が
必要

「フォーマルなアセスメント」
・知能検査、発達検査など標準化さ
れた検査

「インフォーマルなアセスメント」
・日常の観察やインタビューによっ
て得られる情報

※この研修では、「行動チェックシート」及び「特性確認
シート」を使います



「行動チェックシート」「特性確認シート」

参考シート 資料２「見本用行動チェックシート」A4
「見本用特性確認シート」A3

支援者や保護者などが、普段の観察により、

本人の自閉スペクトラム症の障害特性につ

いて確認をする、インフォーマルなアセス

メントシート



特性確認シート行動チェックシート



特性確認シートの内容

ここに書かれている
様な行動をヒントに

【1】
どんなことに困ってい

るのかを探り
【2】

必要な支援や
配慮を整えます【3】

支援に活用できそうな本人の「強み」をピックアップ



「行動チェックシート」
「特性確認シート」の作成

STさんの外出場面①「予定を確認する」を使って、
アセスメントを行います。

1. 「予定を確認する」場面の動画を視聴した後、「現れている行動の
例」をチェック☑し、「具体的な行動」を記入する。

2. 行動チェックシートの具体的な行動を特性確認シートに転記する。

3. 「その行動の背景にある要因として考えられること」をチェックする。

4. 有効だと考えられる「支援のアイデア」をチェックする。

5. 支援に活用できそうな本人の「強み」をピックアップする。

まずは講師がやってみます



１．「予定を確認する」場面の動画を視聴し、

「現れている行動の例」をチェック✔し、

「具体的な行動」を記入します。



「現れている行動の例」をチェック✔します

指示と違った行動が目立つ ✔

話の理解が部分的で会話が進まないことがある ✔

相手の言葉をそのまま繰り返すことがある ✔

返事が相手の言葉の繰り返しになることが多い ✔

目線が合わないことが多い ✔

やり取りがかみ合っていない ✔



指示と違った行動が目立つ ✔

話の理解が部分的で会話が進まないことがある ✔

相手の言葉をそのまま繰り返すことがある ✔

返事が相手の言葉の繰り返しになることが多い ✔

目線が合わないことが多い ✔

やり取りがかみ合っていない ✔

「具体的な行動」を記入します
まず、行動が現れている時の、「場面」を書き出します。

「散歩に行ってパワードームに行きます」に対して

「パワードーム知ってますか？」に対して

「パワードームでおやつ食べます」に対して

「おやつ食べますか」という質問に対して

ヘルパーさんが顔を覗いても

ヘルパーさんが懸命に話しかけても



指示と違った行動が目立つ ✔

話の理解が部分的で会話が進まないことがある ✔

相手の言葉をそのまま繰り返すことがある ✔

返事が相手の言葉の繰り返しになることが多い ✔

目線が合わないことが多い ✔

やり取りがかみ合っていない ✔

「具体的な行動」を記入します
まず、行動が現れている時の、「場面」を書き出します。

「散歩に行ってパワードームに行きます」に対して
→身体を揺らしている

「パワードーム知ってますか？」に対して
→「パワードーム」と言う

「パワードームでおやつ食べます」に対して
→「オヤツオヤツタベマ」と言う

「おやつ食べますか」という質問に対して
→「オヤツター」と言う

ヘルパーさんが顔を覗いても
→視線を合わせない

ヘルパーさんが懸命に話しかけても
→やり取りが出来ない



指示と違った行動が目立つ ✔

話の理解が部分的で会話が進まないことがある ✔

相手の言葉をそのまま繰り返すことがある ✔

返事が相手の言葉の繰り返しになることが多い ✔

目線が合わないことが多い ✔

やり取りがかみ合っていない ✔

「具体的な行動」を記入します
最後に文章にします

ヘルパーに質問されても身体を揺らしている

ヘルパーの言葉をオウム返しする

ヘルパーの質問にエコラリアで答えている

ヘルパーが顔を覗いても視線が合わない

ヘルパーが話しかけてもやり取りが出来ない



２．行動チェックシートの具体的行動

を特性確認シートに転記する。



「具体的な行動」を特性確認シートに転記します

ヘルパーに質問されても身体を揺らしている

ヘルパーの言葉をオウム返しする

ヘルパーの質問にエコラリアで答えている

ヘルパーが顔を覗いても視線が合わない

ヘルパーが話しかけてもやり取りが出来ない

✔

✔

✔

✔

✔

✔

ヘルパーに質問されても身体を揺らしている

ヘルパーの言葉をオウム返しする

ヘルパーの質問にエコラリアで答えている

ヘルパーが顔を覗いても視線が合わない

ヘルパーが話しかけてもやり取りが出来ない



３．「その行動の背景にある要因とし

て考えられること」をチェック

✔します。



行動の背景にある要因を考えます

✔ 話し言葉の理解が難しい

✔ 相手の表情や視線、声質などから意図をとらえることが苦手である

✔ 誰に伝えていいのかわからない

✔ やりとりをすること自体の意味がわからない

ヘルパーの言葉をオウム返しする

ヘルパーの質問にエコラリアで答えている

ヘルパーが顔を覗いても視線が合わない

ヘルパーが話しかけてもやり取りが出来ない

ヘルパーに質問されても身体を揺らしている



４．「支援のアイデア」をチェック✔

します



支援のアイデアを確認します

✔ 本人が使いやすいツール（文章、単語、絵、写真、シンボル、具体物等）を提供する

✔ 伝える量に配慮する

✔ だれに、どうやって伝えるか具体的に示す



５．「強み」を書き出します



「強み」(ストレングス)とは

支援をするときに活かせそうな、本人の能力
や環境

障害特性も「リフレーミング」により強みになる場合も
ある。

その人が元来持っている強さに注目し、それを
引き出して活用していこうとする考え方

※ストレングスモデル



（参考）リフレーミング

ある枠組み（フレーム）で捉えられている物事を、枠
組みをはずして違う枠組みで見ること

今までの考えとは「解釈を変える・視点を変える」
「違った角度からアプローチする」ことにより、誰も
が潜在的に持っている能力を使って、意図的に自分や
相手の生き方を健全なものにし、ポジティブなものに
していく。



「水をどのくらい飲めましたか？」

「全然飲めていない

ですね。」

「早く飲んでくださ

いよ。」

リフレーミングの例

半分も飲めている 半分しか飲めていない

「あと少しで飲み終

わりますね。」

「頑張ってますね。」

【ポジティブ】 【ネガティブ】



リフレーミングの例

◼ 動作が遅い

◼ 大雑把

◼ 頑固、融通がきかない

◼ 気が散りやすい

◼ 自己中心的

◼ 心配性

◼ 自分勝手

◼ 作業が雑

◼ 集団で行動できない

◼ 飽きっぽい

◼ しつこい

◼ 人に流されやすい

 一つ一つ丁寧にできる

 小さいことが気にならない

 強い意志を持っている

 好奇心旺盛

 自分のことを大切にできる

 先のことを予測できる

 主体的に行動できる

 大まかなことはできる

 1人で行動できる

 気持ちの切り替えが早い

 ねばり強い

 状況把握ができている



リフレーミングの考え方の大切さ

問題・課題解決において

①「できない理由」ではなく「どうやったらできるか」

を考えるようになる

② その人自身を変えようとするのではなく、環境、

支援方法を変えるようになる

③ ピンチをチャンスに変える思考習慣が身につく

リフレーミングは、問題、課題への対応方法を考えると
きに用いることが多い。



本人の情報の中から、
支援に活かせそうな本
人の「強み」をピック
アップします。



☆得意なこと・強み・できること・好きなことなどの欄に記載
します。

好きな店のロゴを見て笑ったり、好きな公園の写真を見て期待する素振りを見せたことがある

ヘルパーの言葉をオウム返しする

ヘルパーの質問にエコラリアで答えている

ヘルパーが顔を覗いても視線が合わない

ヘルパーが話しかけてもやり取りが出来ない

ヘルパーに質問されても身体を揺らしている
✔ 話し言葉の理解が難しい

相手の表情や視線、声質などから意図をとらえるのが苦手である✔

✔

話し言葉の理解が難しい✔

やり取りすること自体の意味が分からない

本人が使いやすいツール（文章、単語、絵、写真、シンボル、具体物等）を提供する

伝える量に配慮する

だれに、どうやって伝えるか具体的に示す

✔

✔

✔



好きな店のロゴを見て笑ったり、好きな公園の写真を見て期待する素振りを見せたことがある

ヘルパーの言葉をオウム返しする

ヘルパーの質問にエコラリアで答えている

ヘルパーが顔を覗いても視線が合わない

ヘルパーが話しかけてもやり取りが出来ない

ヘルパーに質問されても身体を揺らしている
✔ 話し言葉の理解が難しい

相手の表情や視線、声質などから意図をとらえるのが苦手である✔

✔

話し言葉の理解が難しい✔

やり取りすること自体の意味が分からない

本人が使いやすいツール（文章、単語、絵、写真、シンボル、具体物等）を提供する

伝える量に配慮する

だれに、どうやって伝えるか具体的に示す

✔

✔

✔

支援のアイデアに活かせそうな内容を転記します。

好きな店のロゴを見て笑ったり、好きな公園の写真を見て期待する素振りを見せたことがある



✔ 本人が使いやすいツール（文章、単語、絵、写真、シンボル、具体物等）を提供する

✔ 伝える量に配慮する

✔ だれに、どうやって伝えるか具体的に示す

好きな店のロゴを見て笑ったり、好きな公園の写真を見て期待する素振り
を見せたことがある



演習２ アセスメントの方法Ⅱ

障害特性に基づくアセスメント

社会福祉法人 武蔵野

ワークセンター大地

副施設長 早川 友紀



演習の流れ

①-具体的な
アセスメントの方法
60分

②-障害特性に基づく
アセスメント
90分

アセスメント
の方法

支援手順書の
作成

①-記録の方法
60分

記録の分析と
支援手順書の
修正

②-記録の分析と
支援手順書の修正
60分

①-アセスメントに基づく
支援手順書の作成（１）
120分

演習２



①-具体的な
アセスメントの方法
60分

②-障害特性に基
づくアセスメント
90分

アセスメント

ⅰ）インフォーマルアセスメント
〇「行動チェックシート」の作成
〇「特性確認シート」の作成

ⅱ）特性確認シートを支援手順書につなげる
○「氷山モデル」について
○「氷山モデル」の作成



ⅰ）インフォーマルアセスメント



使用シート資料３「個人ワーク用行動チェックシート」A3
「個人ワーク用特性確認シート」A4

参考シート資料１「 STさん基本情報シート 」 A4

今度は、個人で作成します

STさんの外出場面③「購入する」を使って、 「コミュニケー
ションの特性」をアセスメントします。

1. 「購入する」場面の動画を視聴した後、「コミュニケーションの特
性」部分の「現れている行動の例」をチェック☑し、「具体的な行
動」を記入する。

2. 行動チェックシートの具体的な行動を特性確認シートに転記する。
3. 「その行動の背景にある要因として考えられること」をチェックする。
4. 有効だと考えられる「支援のアイデア」をチェックする。
5. 支援に活用できそうな本人の「強み」をピックアップする。

「行動チェックシート」
「特性確認シート」の作成



動画の視聴



１．「コミュニケーションの特性」部分の「現れている
行動の例」をチェック☑し、「具体的な行動」を
記入します。



「購入する」場面の、次のような行動に注目してみましょう

「チキンとハンバーガーどっちがいいですか？」と
いうヘルパーの問いかけに対して
→

「コーラでいいですか？」というヘルパーの問いか
けに対して
→

カメラを気にしている本人をヘルパーが腕を持って
引き寄せると
→

声をかけながらヘルパーがお金を渡そうとすると
→

ヘルパーが話しかけたり、はたらきかけたりすると
→



２．「具体的な行動」を特性確認シートに転記します



３.「その行動の背景にある要因として考えられるこ
と」をチェックする

「チキンとハンバーガーどっちがいいですか？」というヘルパーの問いかけに対
して
→

「コーラでいいですか？」というヘルパーの問いかけに対して
→

カメラを気にしている本人をヘルパーが腕を持って引き寄せると
→

声をかけながらヘルパーがお金を渡そうとすると
→

ヘルパーが話しかけたり、はたらきかけたりすると
→



４.有効だと考えられる「支援のアイデア」を
チェックする。



好きな店のロゴを見て笑ったり、好きな公園の写真を見て期待する素振りを見せたことがある

好きな店のロゴを見て笑ったり、好きな公園の写真を見て期待する素振りを見せたことがある

５.支援に活用できそうな本人の「強み」をピック
アップする。



「特性確認シート」の作成

使用シート 資料４「グループワーク用行動チェックシート」A4
「グループワーク用特性確認シート」A3

今度は、グループで作成します

「購入する」場面を使ってグループでアセスメントをします。

１．グループで自己紹介

２．役割分担（司会・記録・発表）

３．個人ワークの共有

４．グループでまとめる



ⅱ）特性確認シートを支援手順書
につなげる



氷山モデルについて

参考シート 資料５「STさん行動チェックシート」A4
参考シート 「STさん特性確認シート」A3

資料６「 見本用氷山モデルシート」A4



行動の背景を知るための「氷山モデル」

氷山の一角
=目にみえる部分

目に見える部分だけに対応を
しても問題は解決しない。

水面下に大きな塊がある
=目にみえない部分

目に見えない部分を理解して
アプローチすることで、表面
に出ている問題が小さくなる。



課題となっている行動

（環境・状況）（本人の特性）

必要なサポート

氷山モデルシート



課題となっている行動

（環境・状況）（本人の特性）

必要なサポート

氷山モデルシート

強度行動障害

強度行動障害は特性
と環境のミスマッチ
から生じる

本人の障害特性に
合わせたサポート
を考える



課題となっている行動

（環境・状況）（本人の特性）

必要なサポート

氷山モデルシート

強度行動障害

強度行動障害は特性と
環境のミスマッチから
生じる

本人の障害特性に
合わせたサポート
を考える

特性と環境のミ
スマッチが減り、
行動障害が改善
していく



課題となっている行動

（環境・状況）（本人の特性）

必要なサポート

課題となる行動を記入する

課題となっている行動を記入します



課題となっている行動

（環境・状況）（本人の特性）

必要なサポート

特性確認シートより
【２】行動に関連す
る障害特性(その人の
要因)を記載する

本人の特性を記入します



課題となっている行動

（環境・状況）（本人の特性）

必要なサポート

行動に関係する環境や
前後の状況を記載する

環境・状況を記入します



課題となっている行動

（環境・状況）（本人の特性）

必要なサポート

特性確認シートの【３】「支援のアイデア」より支援
に有効な方法を記載する

必要なサポートを記入します



「氷山モデルシート」の作成

１．課題となる行動を設定して記入する。

２．特性確認シートより行動の背景にある要因
として考えられる本人の特性を記入する。

３．動画より関連する環境や状況を記入する。

①「予定を確認する」を使って氷山モデルを作成し
ます。

まずは講師がやってみます



課題となっている行動

（環境・状況）（本人の特性）

必要なサポート

①場面「落ち着いて予定を確認できない。」

１．課題となっている行動を記入します



２．STさん特性確認シートより行動の

背景にある要因として考えられる

ことを記入します。



STさん行動
チェックシート



STさん特性確認シート



課題となっている行動

（環境・状況）（本人の特性）

必要なサポート

①場面「落ち着いて予定を確認できない。」

• 話し言葉の理解が難しい
• 見えないものの理解が難しい
• どこを見たらいいか、どこで活
動したらいいかわからない

• 情報の多いものやその処理が苦
手である



３．動画より関連する環境や
状況を記入します。



課題となっている行動

（環境・状況）（本人の特性）

必要なサポート

①場面「落ち着いて予定を確認できない。」

• ヘルパーは言葉で説明している
• いつもと違う状況で説明している
• 気になるものが多い

• 話し言葉の理解が難しい
• 見えないものの理解が難しい
• どこを見たらいいか、どこで活
動したらいいかわからない

• 情報の多いものやその処理が苦
手である



「氷山モデルシート」の作成

使用シート 資料７「個人ワーク用氷山モデルシート」A4

今度は、個人で作成します

１．課題となる行動はあらかじめ設定している。

２．特性確認シートより関連する障害特性を記入する。

３．動画より関連する環境や状況を記入する。

③「購入する」場面を使って個人で氷山モデルを作成しま
す。



課題となっている行動

（環境・状況）（本人の特性）

必要なサポート

「食べたいものを購入できない。」

１．課題となっている行動を記入します。



２．「特性確認シート」より関連する「障害特性」を記入します。



課題となっている行動

（環境・状況）（本人の特性）

必要なサポート

「食べたいものを購入できない。」

２．「特性確認シート」より関連する「障害特性」
を記入します。



課題となっている行動

（環境・状況）（本人の特性）

必要なサポート

「食べたいものを購入できない。」

３．動画より関連する「環境や状況」を記入し
ます。



動画の視聴



「氷山モデルシート」の作成

使用シート
資料8「グループワーク用氷山モデルシート」A3

今度は、グループで作成します

③「購入する」場面を使ってグループで氷山モデルを作
成します。

１．個人ワークの共有

２．グループでまとめる



演習３ 支援手順書の作成
アセスメントに基づく支援手順書の作成

社会福祉法人 同愛会

竹矢 恒



演習の流れ

①-具体的な
アセスメントの方法
60分

②-障害特性に基づく
アセスメント
90分

アセスメント
の方法

支援手順書の
作成

①-記録の方法
60分

記録の分析と
支援手順書の
修正

②-記録の分析と
支援手順書の修正
60分

①-アセスメントに基づく
支援手順書の作成（１）
120分

演習3



ⅰ）支援手順書の作成（STさん）
○氷山モデルの完成
○活動の手順を決める
○支援者の動きや必要な配慮を考える

支援手順書の
作成

①-アセスメントに基づく
支援手順書の作成（１）
120分



ⅰ）支援手順書の作成(STさん)

※今回使用するシートは、行動援護での支援手順書
の一例です。支援手順書に、決まった様式はあり
ません。



③「購入する」場面の氷山モデルを完成させます。

「氷山モデルシート」の作成

グループで作成します

１．特性確認シートの「支援のアイデア」を根拠に必要

なサポートを記入する。



課題となっている行動

（環境・状況）（本人の特性）

必要なサポート

①場面「落ち着いて予定を確認できない。」

ヘルパーは言葉で説明している
いつもと違う状況で説明している
気になるものが多い

☑本人が理解できる見える情報（文章,単語,絵,写真,シンボル,具体物など）で伝える

→「 」

（例）

特性確認シートの「支援の
アイデア」の内容を根拠に
して具体的なサポートの方
法を記入する。

見えないものの理解が難しい
視線や雰囲気から読みとるのは苦手
である
どこを見たらいいか、どこで活動し
たらいいかわからない
情報の多いものやその処理が苦手で
ある



外出する

予定を確認する

移動する

購入する

食べる

片づける

帰宅する

スケジュールを考える（場面を分ける）

「外出する」という活動を、
場面ごとに分けてみます。

活動の手順を決める



スケジュールを考える
（場面を分ける）



外出する

予定を確認する

移動する

購入する

食べる

片づける

ゴミをトレイに入れる

トレイをゴミ箱へ持って行く

ゴミを分別する

ゴミをゴミ箱に捨てる

トレイを戻す

帰宅する

手順を考える（工程を分ける）

「片づける」という場面を、
手順ごとに分けてみます。



手順を考える
（工程を分ける）



身近なことの手順を考えてみましょう

カップラーメンを作る手順
を考えてみましょう。

１．

２．

３．

４．

５．

.

.

.



活動の手順を考える

使用シート 資料９「個人ワーク用支援手順書」A4
・購入する場面

今度は、個人で作成します

③「購入する」場面を使って手順を考えます。

１．手順（工程）を考えて支援手順書に記入します。



１．手順（工程）を考えて支援手順書に
記入します。



活動の手順を決める

使用シート 資料10「グループワーク用支援手順書」A3
・購入する場面

今度は、グループで作成します

③「購入する」場面を使ってグループで手順を決めま
す。

１．個人ワークの共有

２．グループでまとめる



支援者の動きや必要な配慮を考える

今度は、個人で作成します

１．必要なサポートを根拠に、支援者の動きや
必要な配慮を記入する。

２．当日の事前準備を記入する。

３．当日までに準備しておくことを記入する。

③「購入する」場面を使って、個人で支援手順書を記入し
ます。



課題となっている行動

（環境・状況）（本人の特性）

必要なサポート

１．必要なサポートを根拠に、支援者の動きや必要
な配慮を記入します。



１．必要なサポートを根拠に、支援者の動きや必要
な配慮を記入します。



２．当日の事前準備を記入します。



３．当日までに準備しておくことを記入します。

当日までに準備しておくことも考えます。

（１）事前に外出先で確認しておくこと

（２）支援ツールなど事前に作っておく
もの・用意しておくものなど

※支援手順書の枠外に記載してください。

＋
■外出先で確認
することリスト

■事前に作って
おくものリスト



支援者の動きや必要な配慮を考える

今度は、グループで作成します

１．個人ワークの共有

２．グループでまとめる

③「購入する」場面を使ってグループで支援手順書を完
成させます。



発 表

1. 活用した氷山モデルの必要なサポート

2. 当日までに準備しておくこと

3. 当日の事前準備の内容

4. 活動の手順と支援者の動きや必要な配慮





演習４ 記録の分析と
支援手順書の修正Ⅰ
記録の方法

社会福祉法人 正夢の会

稲城市発達支援センター レスポーいなぎ

センター長 堀内 太郎



演習の流れ

①-具体的な
アセスメントの方法
60分

②-障害特性に基づく
アセスメント
90分

アセスメント
の方法

支援手順書の
作成

①-記録の方法
60分

記録の分析と
支援手順書の
修正

②-記録の分析と
支援手順書の修正
60分

①-アセスメントに基づく
支援手順書の作成（１）
120分

演習４



ⅰ）記録に基づく支援の振り返り
○支援の振り返りと修正の重要性
○STさんの支援の記録

①-記録の方法
60分

記録の分析と
支援手順書の
修正

②-記録の分析
と支援手順書の
修正
60分



ⅰ）記録に基づく支援の振り返り



■正確なアセスメントの難しさ

本人はコミュニケーションや自分自身で振り返るこ
とが苦手（自閉症の特性）

支援現場には誤学習や混乱を助長する環境がある場
合もある

支援の振り返りと修正の重要性



支援者は、できるだけ客観的な情報を集め、
仮説に基づき支援を考える。
（＝支援手順書の作成）

支援を実施し、結果を振り返るプロセスの中
で成果を確認し、アセスメントを深める
（＝支援手順書の修正）

スモールステップでより良い支援を作り上げ
ていく。

■支援の修正（再構造化）の重要性

実施した記録が
重要



STさんの支援の記録

使用シート 資料11「 個人ワーク用STさん支援手順書」A4
資料12「グループワーク用STさん支援手順書」A3

今度は、個人で作成します

１．支援手順書の確認

２．動画の視聴

３．支援手順書の記録の記入



STさんの支援手順書

スケジュール 本人の動き 支援者の動き・留意点 本人の様子（記録）

ブランコに乗る

商品を選ぶ

店内に入る

カゴを持つ

商品のところに行く

商品をカゴに入れる

購入する

カゴを置く

お金を渡す

おつりとレシートを受け取る

商品を受け取る

出発する

セブンイレブンまで歩く

ブランコのところに行く

ブランコに乗る

出発する

店内に入ったらヘルパーでカゴを指差しで示して

本人に持ってもらう。

店内ではヘルパーが前を歩いて誘導する。

購入する商品をヘルパーで指差しで示してカゴに

入れてもらう。

カゴを置く場所をヘルパーで指差しで示して置い

てもらう。

お金を本人に渡して払ってもらう。

おつりとレシートを本人に受け取ってもらい、ヘ

ルパーに渡してもらう。

本人に商品を受け取ってもらい、ヘルパーに渡し

てもらう。ヘルパーで商品をカバンに入れる。

カードを見せながら読みあげ、台紙に貼ってい

く。

セブンイレブンで買うものをカードで提示して台

紙に貼る。

パワードームで食べるものをカードで選択してし

てもらい台紙に貼る。

スケジュールを確認したらカバンを渡す。

セブンイレブンと買う物のカードを渡して持って

もらう。

ヘルパーは車道側を歩く。

セブンイレブンについたら持っているカードを台

紙のボックスに入れてもらう。

セブンイレブンに

移動する

ブランコに乗られている間は近くに立って見守

り。

終了１分前にタイマーをセットする。

タイマーがなったら本人に止めてもらう。

次の予定を見せて、ヘルパーが読み上げながら確

認してもらう。

支援手順書　兼　記録用紙

ヘルパーステーション〇〇〇

事前準備

公園に移動する

利用者氏名：STさん

公園まで歩く ブランコのカードを渡して持ってもらう。

ヘルパーは車道側を歩く。

公園に着いたら持っているカードを台紙のボック

スに入れてもらう。

スケジュールカード、台紙の準備

お金の準備

カバンの準備

日付：〇〇年〇〇日　記入者：〇〇

予定を確認する

予定を聞く（見る）

カバンを背負う

出発する



動画の視聴



支援手順書の記録
の記入 スケジュール 本人の動き 支援者の動き・留意点 本人の様子（記録）

ブランコに乗られている間は近くに立って見守り。

終了１分前にタイマーをセットする。

タイマーがなったら本人に止めてもらう。

次の予定を見せて、ヘルパーが読み上げながら確認

してもらう。

支援手順書　兼　記録用紙

ヘルパーステーション〇〇〇

事前準備

公園に移動する

利用者氏名：S・Tさん

公園まで歩く ブランコのカードを渡して持ってもらう。

ヘルパーは車道側を歩く。

公園に着いたら持っているカードを台紙のボックス

に入れてもらう。

スケジュールカード、台紙の準備

お金の準備

カバンの準備

日付：〇〇年〇〇日　記入者：〇〇

予定を確認する

予定を聞く（見る）

カバンを背負う

出発する

カードを見せながら読みあげ、台紙に貼っていく。

セブンイレブンで買うものをカードで提示して台紙

に貼る。

パワードームで食べるものをカードで選択してして

もらい台紙に貼る。

スケジュールを確認したらカバンを渡す。

セブンイレブンと買う物のカードを渡して持っても

らう。

ヘルパーは車道側を歩く。

セブンイレブンについたら持っているカードを台紙

のボックスに入れてもらう。

セブンイレブンに

移動する

店内に入ったらヘルパーでカゴを指差しで示して本

人に持ってもらう。

店内ではヘルパーが前を歩いて誘導する。

購入する商品をヘルパーで指差しで示してカゴに入

れてもらう。

カゴを置く場所をヘルパーで指差しで示して置いて

もらう。

お金を本人に渡して払ってもらう。

おつりとレシートを本人に受け取ってもらい、ヘル

パーに渡してもらう。

本人に商品を受け取ってもらい、ヘルパーに渡して

もらう。ヘルパーで商品をカバンに入れる。

ブランコに乗る

商品を選ぶ

店内に入る

カゴを持つ

商品のところに行く

商品をカゴに入れる

購入する

カゴを置く

お金を渡す

おつりとレシートを受け取る

商品を受け取る

出発する

セブンイレブンまで歩く

ブランコのところに行く

ブランコに乗る

出発する



１．役割分担（司会・記録・発表）

２．個人ワークの共有

今度は、グループワークをします

支援手順書の記録の共有





演習５ 記録の分析と
支援手順書の修正Ⅱ

記録の分析と支援手順書の修正

社会福祉法人 正夢の会

稲城市発達支援センター レスポーいなぎ

センター長 堀内 太郎



演習の流れ

①-具体的な
アセスメントの方法
60分

②-障害特性に基づく
アセスメント
90分

アセスメント
の方法

支援手順書の
作成

①-記録の方法
60分

記録の分析と
支援手順書の
修正

②-記録の分析と
支援手順書の修正
60分

①-アセスメントに基づく
支援手順書の作成（１）
120分

演習5・講義2



①-記録の方法
60分

記録の分析と
支援手順書の
修正

②-記録の分析
と支援手順書の
修正
60分

ⅰ）支援手順書の修正
〇支援手順書の記録の確認
〇支援の修正の方向性
〇支援の振り返りシートの記入
〇支援手順書の修正



ⅰ）支援手順書の修正



支援手順書に沿って支援を実施した際の、本人のそれ
ぞれの行動について、記録に基づいて確認する。

スケジュール 本人の動き 支援者の動き・留意点 本人の様子（記録）

ブランコに乗られている間は近くに立って見守り。

終了１分前にタイマーをセットする。

タイマーがなったら本人に止めてもらう。

次の予定を見せて、ヘルパーが読み上げながら確認

してもらう。

支援手順書　兼　記録用紙

ヘルパーステーション〇〇〇

事前準備

公園に移動する

利用者氏名：S・Tさん

公園まで歩く ブランコのカードを渡して持ってもらう。

ヘルパーは車道側を歩く。

公園に着いたら持っているカードを台紙のボックス

に入れてもらう。

スケジュールカード、台紙の準備

お金の準備

カバンの準備

日付：〇〇年〇〇日　記入者：〇〇

予定を確認する

予定を聞く（見る）

カバンを背負う

出発する

カードを見せながら読みあげ、台紙に貼っていく。

セブンイレブンで買うものをカードで提示して台紙

に貼る。

パワードームで食べるものをカードで選択してして

もらい台紙に貼る。

スケジュールを確認したらカバンを渡す。

セブンイレブンと買う物のカードを渡して持っても

らう。

ヘルパーは車道側を歩く。

セブンイレブンについたら持っているカードを台紙

のボックスに入れてもらう。

セブンイレブンに

移動する

店内に入ったらヘルパーでカゴを指差しで示して本

人に持ってもらう。

店内ではヘルパーが前を歩いて誘導する。

購入する商品をヘルパーで指差しで示してカゴに入

れてもらう。

カゴを置く場所をヘルパーで指差しで示して置いて

もらう。

お金を本人に渡して払ってもらう。

おつりとレシートを本人に受け取ってもらい、ヘル

パーに渡してもらう。

本人に商品を受け取ってもらい、ヘルパーに渡して

もらう。ヘルパーで商品をカバンに入れる。

ブランコに乗る

商品を選ぶ

店内に入る

カゴを持つ

商品のところに行く

商品をカゴに入れる

購入する

カゴを置く

お金を渡す

おつりとレシートを受け取る

商品を受け取る

出発する

セブンイレブンまで歩く

ブランコのところに行く

ブランコに乗る

出発する

支援手順書の記録の確認



支援を継続する。
生活の中で広げていく。

支援内容を分析し、より
効果的な支援を検討する。
より自立できるよう手直
しする。

支援を見直す。
構造化や介助の度合いを
上げる。

それぞれの行動ごとに見ていくことで、
手直しのポイントがつかみやすい

１.自立して取り組める。
期待した成果がでて
いる。

２.少し手助けが必要。
十分ではないが成果
がでている。

３.全くできない。
成果がでない。



支援の修正の方向性



記録に基づく振り返りのポイント

成果
・支援することで、期待された効果があったか
例：自傷行為が減る、自立して活動に取り組める

本人の理解
・支援の内容や使用したツールについてご本人の理解
例：カードの意味がわかる、選択ができるなど

本人や家族の
納得の度合い

・支援についてご本人や家族の納得の度合い

実施のスムーズさ ・計画に沿って支援現場で継続して実施できているか

支援者の関わり方 ・ご本人への教授の仕方、促しかた、フェードアウト

その他観察できた
特性

・支援の中で観察できたご本人の特性
例：終わりがわかると集中できる、情報が多いと混乱し

やすい



成果
・プラスの成果を踏まえて支援のステップアップの検討する。
・マイナスの成果を踏まえて支援を修正する。
・本人の自閉症の特性やスキルを再確認する。

本人の理解
・本人の理解度に合わせたツールを使用する。
・本人が理解しやすい環境設定をする。

本人や家族の
納得の度合い

・本人、家族のニーズを再確認する。
・家庭と事業所の認識の違いを埋める。

実施のスムーズさ
・必要な時間に支援者を確保する。
・タイムスケジュールを見直す。
・必要に応じて上長に相談する。

支援者の関わり方
・支援手順書の内容を周知徹底する。
・過干渉になっていないか再確認する。
・本人の特性やスキルに合わせた伝え方の再確認。

その他観察できた
特性

・観察できた行動、特性を今後の支援に活用する。

支援の修正の方向性



支援が本人の実際のスキルと合っているかを、

普段関わっているスタッフが短時間に現場で

実施できるインフォーマルアセスメントです。

（参考）

「スキルの確認（スキルの評価）」



○コミュニケーション（受信・発信）について

・言葉がどのくらい理解できているか

・嫌なときなどの表現の仕方

・活動の選択ができるか など

○認知について

・活動のやり方やルールを理解できているか

・スケジュールやタイマーなどの意味を理解できているか

・どのような視覚情報だと理解できるか

・文字、数字、色、矢印 など

〇取り組み方について

・支援者の指示や手助けについての理解

・課題や指示には前向きに応じれるか など

スキルの確認の例



「行動が改善されたので支援をやめる・・・」

・自閉症の特性は変わらない、支援をやめるこ
とで元の状態に戻りやすい（時間差がある場
合も）。

・本人の学習の度合いや変化を踏まえ慎重に検
討を。

・特性を踏まえより生活に合った形に。

手直しする際の留意点



手直しする際の留意点

「自立しないといけない・・・」

・すべての活動を自立して取り組むことが難し
い人もいる。

・支援を受けながら、できる部分は自立する。

・自閉症の人は疲れやすい人も多い。本人にか
かる負荷にも注意。



「支援を広げる」

・うまくいった内容を他の場面に広げていく。

・特定の支援者から複数の支援者が関われる
ように。

・アセスメントできた特性や手順を活かす。

・より自立できるように。

支援手順書をより良いものに

支援の目的は強度行動障害が減
ることでなく、地域社会で豊か
に暮らせること



「支援の振り返りシート」の記入

資料13「グループワーク用支援の振り返りシート」A3

今度は、グループで行います

振り返り 修正の方向性

成果

ご本人の理解

ご本人や家族の納得の

度合い

実施のスムーズさ

支援者の関わり方

その他観察できた特性

支援の振り返りシート
利用者指名：STさん

日付：〇〇年〇〇日　記入者：〇〇

記載できないところは空欄



支援手順書の修正

資料14「グループワーク用
STさん支援手順書修正用」A3

今度は、グループで行います

スケジュール 本人の動き 支援者の動き・留意点 本人の様子（記録）

支援手順書　兼　記録用紙

ヘルパーステーション〇〇〇

事前準備

公園に移動する

利用者氏名：STさん

公園まで歩く ブランコのカードを渡して持ってもらう。

ヘルパーは車道側を歩く。

公園に着いたら持っているカードを台紙のボックスに入れてもらう。

スケジュールカード、台紙の準備

お金の準備

カバンの準備

日付：〇〇年〇〇日　記入者：〇〇

予定を確認する

予定を聞く（見る）

カバンを背負う

出発する

カードを見せながら読みあげ、台紙に貼っていく。

セブンイレブンで買うものをカードで提示して台紙に貼る。

パワードームで食べるものをカードで選択してしてもらい台紙に貼る。

スケジュールを確認したらカバンを渡す。

セブンイレブンと買う物のカードを渡して持ってもらう。

ヘルパーは車道側を歩く。

セブンイレブンについたら持っているカードを台紙のボックスに入れてもら

う。セブンイレブンに

移動する

ブランコに乗られている間は近くに立って見守り。

終了１分前にタイマーをセットする。

タイマーがなったら本人に止めてもらう。

次の予定を見せて、ヘルパーが読み上げながら確認してもらう。

店内ではヘルパーが前を歩いて誘導する。

あらかじめ選んでいた商品をヘルパーで注文する。

お金を本人に渡して払ってもらう。

おつりとレシートを本人に受け取ってもらい、ヘルパーに渡してもらう。

商品をヘルパーで指差しで示して本人に持って運んでもらう。

店内に入ったらヘルパーでカゴを指差しで示して本人に持ってもらう。

店内ではヘルパーが前を歩いて誘導する。

購入する商品をヘルパーで指差しで示してカゴに入れてもらう。

カゴを置く場所をヘルパーで指差しで示して置いてもらう。

お金を本人に渡して払ってもらう。

おつりとレシートを本人に受け取ってもらい、ヘルパーに渡してもらう。

本人に商品を受け取ってもらい、ヘルパーに渡してもらう。ヘルパーで商品を

カバンに入れる。

次の予定を見せて、ヘルパーが読み上げながら確認してもらう。

パワードームのカードを渡して持ってもらう。

ヘルパーは車道側を歩く。

パワードームについたら持っているカードを台紙のボックスに入れてもらう。

パワードームまで歩く

ブランコに乗る

購入する

店内に入る

注文する

お金を渡す

おつりとレシートを受け取る

商品を受け取る

商品を選ぶ

店内に入る

カゴを持つ

商品のところに行く

商品をカゴに入れる

購入する

カゴを置く

お金を渡す

おつりとレシートを受け取る

商品を受け取る

出発する

パワードームに移

動する

セブンイレブンまで歩く

ブランコのところに行く

ブランコに乗る

出発する

※修正用の支援手順書に修正点を書き込みます。

１．支援の振り返りシートの記入

２．記入した1を見ながら、支援
手順書を修正

３．発表
●支援の振り返りシートの内容

●支援手順書の修正内容



まとめの講義

１．強度行動障害が現れている方への支援は、アセ

スメントに基づいた本人の障害特性を理解して、

根拠のある支援を組み立てることが基本です。

２．強度行動障害が現れている方への支援は、支援

者が統一した支援をすることが重要。そのため

に支援手順書を作成する必要があります。



３．支援手順書に基づいた支援を振り返り、改善し

てくことが重要です。PDCAのサイクルでより

良い支援の実施を目指します。

４．職員のために強度行動障害を改善することが目

的ではなく、本人の生活の質が上がることが大

切です。

まとめの講義


